
小休はカミナリにおけるよりむしろ多い｡

ま と め

3例の老年ニホンザル脳を神経柄理学的に枚対し,い

ずれの脳にもヒトの老人変化とはば巧しいか,または籾

似の所見を見出した｡

病変の程皮を年令別に比較すると.一番年令の若いヒ

ヨシマルに軽く,同年令のカミナT)とバッカスは.質的

にほぼ同じ老年変化を示しながら,丘的にはカミナリ脳

により強い変化がみられた｡これら個体問の相違と生前

の行動との相互関係はまだこれだけの資料から結論でき

ない｡それにはヒヨシマルとバッカスの中間年令および

バッカスより年寄りのニホンザル脳等の例数を加えて換

討する必要がある｡

ニホンザル以外の動物脳で,これ程.ヒト老人脳に似

た所見が見山された和合はほとんどない (Frauchiger

u.Fankhauser1957.Nieberle･Cohrs)｡またBraun-

miihl(1956)の老犬脳内 Primitivplaqueもニホンザ

ルの老人斑よりはヒトのそれからかなり異なっていた｡

したがって老ニホンザル脳矧 まDayan(1971)の多数

の動物枚索所見から知られたかぎりでは,ヒトに一番近

い所見を示したということができる｡
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末輪神経切断による背髄運動ネウロンの分類

秋鹿祐輔 (岐阜大 ･医 ･解剖)

サルWl作髄の腰膨大部における前角退勤細胞を,それ

らが支配する筋との対応のもとで分類する試みの一環と

して,大腿神経切断によって逆行性変性を起こした迅助

細胞の分布を検索した｡

用いたサルはヤクニホンザル(MacacafuscatayaktL1-)

のオス4所で.右側大腿神経が料径切符を出た部位でこ

れを切WrL,10日後に100/.フォJt'マ1)ン軸流により動物

を殺し.帯出を純出し,3Op杭断迎杭切片に Nissl染

色を施して紋察した｡またrR映個体の大腿神経の筋枝の

分布をも肉眼的に祝祭した｡

指 異

変性細胞は La下部からL8下郎あるいは LO上部ま

での右81Tl前角の外側部に分相する｡この変性細胞群は,

運動細胞の外側群のうちの股外側核の大部釧 こ相当し,

脱外側核の股8111部の狭い部分と背外mgはおよび中心核に

は変性は認められない｡この変性細胞の分相油田を放血

的に表現するために,中心管を通る背腹,内外方向の正

交する二本の軸をとり,この軸からめ距離の.前角外側

緑.股側縁までの距離に対する比 (C/0)で表わすと.秤

髄の高さによりいくらか変動がみられるが,4例ともよ

く似た伍を示しており,L5上部においては変性細胞群

のヲ78lTJ,脱W,内81TJの境界はそれぞれ約40.80,70という

伯で衣わされる (卯1回)｡

変性細胞のl切片当りの故はL5上市で政も多く.5-

6個分布しており,変性細胞の総数は約1500である (節

2図)｡

弗1回 L古上部における変性細胞の分布域を示

す模式臥 AF:前索.AH:前角,CC:中心管｡
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鍔2図 4失敗例における腰髄の高さによる変性

細胞の数の変化｡縦軸は1切片当りの細胞致｡

一方大腿神経は爪径餌で多くの枝に分かれるが,その

うち肪技は縫工筋.大腿四頭筋.恥骨脚 こ分布してい

る｡従って,上記の変性細胞はこれらの筋を支配してい

る迅動細胞であると考えられる｡
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